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＜病棟連絡事項＞
・ベッド稼働総数変更について。
　5/1から変更となりますので、周知してください。

〔ベッド稼働総数〕188→190　

　　・東病棟 48→50

　　・西病棟 45→45

　　・北病棟 35→35

　　・南病棟 60→60
・10：27、震度5弱の地震がありましたが、病棟内の備品や患者様への被害はありませんでした。
・5/11(火)、12(水)、法人研修「ハラスメントについて」があります。どちらか参加してください。
＜ベッドコントロール＞

・北病棟で5月上旬に退院を控えている患者様がおり、北病棟への候補患者様をあげるよう話がありました。現在の所、長谷川陽一様と山地広人様があがっています。他数名上げるようにとの事です。長谷川陽一様は、北病棟への転出許可出ています。
＜患者様連絡事項＞
・船田　泰子様～AZ点眼液　1本処方です。
・山地　広人様～咳嗽、痰絡みを訴えておりPL顆粒3P 3×毎食後　昼から3日分処方です。
・川口　康晴様～本日11：00から5/2　16：00まで、外泊訓練に向かわれています。
・野田　敏治様～5/17　10：00～15：00までの外出訓練について、安ケ平Dr.から許可となる。医事へ連絡する事としています。
・高柳　和子様～5/6、9：00～16：00　青陽館へ体験利用予定。昼食は当院で摂取予定。幻聴の増悪や、退院前訪問指導の際の奇異行動等が見られている事から退院日の延長について田名部Dr.へ相談。外泊訓練等を勧め、退院支援継続の指示を受けています。本人様は、5/8の退院を強く希望している事から、弟様へ連絡し、意向を確認していく事としていきましょう。
・田村　真紀子様～スリッパの汚染と悪臭が著明である為、新しい物を購入予定です。
・木村　正子様～5/13 9：00～16：00ランチ外出希望があり、外出申請していきましょう。
＜要注目患者様ケース検討＞
・小田　タネ様～昨日より、食事量や水分摂取量の低下がある事から、点滴2本/日実施。
　　　　　　　　「便が出ない」「吐いた」等訴えが多く、流涎も見られている。本人の体調に合わせ、食事提供をしていく事と、点滴中の排泄を気にする事等があり、適宜、トイレ誘導をしていく事としています。また、本日の採血結果を出勤しているDr.へ確認するように指示ありますが結果が届いていない為指示受けできていません。
・中居　松男様～本日午後より、意味不明な発言や、Aユニットへ行き、部屋のプレートをひっくり返す事等が見られている。介入への拒否や易怒性は無く応じ、不穏さ無く経過。精神症状の観察をしながら、必要時頓服薬の服用を勧めていく。
・山本　久美子様～午前に1回、不穏時の頓服薬を服用している。妄想発言は聞かれず経過。引き続き、所在確認と精神症状の観察を行っていく。
・古屋敷　純子様～幻聴を訴えており、不安そうな表情をしている。引き続き、症状の観察と、必要時頓服薬の服用を勧めていく。
・高柳　和子様～「ガーガーっていう音する」と幻聴について話し、午前、不穏時の頓服薬を内服している。奇異行動はなく、表情は穏やか。引き続き、精神症状の観察を行っていく。
・續石　啓介様～「朝食を食べるかを聞かれなかった」と不機嫌となり、服薬も拒否的となっている。傾聴する事で落ち着く事は出来ている。
・下川戸　長司様～朝、食事摂取に来ておらず訪室した際、食事も服薬も済ませた、と言う事があり、説明を要している。日課の確認と声掛けが必要な状況である。

・小泉　裕子様～訴えの多さは無く経過。腹痛を訴えるが、「ここに入院した時から」等と話している事から、妄想と身体両面からの観察が必要。食事摂取良好、便秘無く経過している。
＜SST評価検討＞

・全体的に、毎月の目標に変化がなく、同じ内容の目標設定が多い。具体性を持った目標
を設定できるよう、関わっていく。
